
令
和
五
年
五
月
十
六
日（
火
曜
日
）

午
前
九
時
開
議

出
席
委
員

委
員
長

笹
川

博
義
君

理
事

あ
べ

俊
子
君

理
事

武
部

新
君

理
事

若
林

健
太
君

理
事

渡
辺

孝
一
君

理
事

近
藤

和
也
君

理
事

緑
川

貴
士
君

理
事

足
立

康
史
君

理
事

庄
子

賢
一
君

五
十
嵐

清
君

伊
東

良
孝
君

泉
田

裕
彦
君

上
田

英
俊
君

江
藤

拓
君

加
藤

竜
祥
君

川
崎
ひ
で
と
君

神
田

潤
一
君

小
寺

裕
雄
君

坂
本

哲
志
君

塩
崎

彰
�
君

�
鳥

修
一
君

平
沼
正
二
郎
君

細
田

健
一
君

宮
路

拓
馬
君

宮
下

一
郎
君

山
口

晋
君

梅
谷

守
君

金
子

恵
美
君

小
山

展
弘
君

佐
藤

公
治
君

山
田

勝
彦
君

渡
辺

創
君

池
畑
浩
太
朗
君

掘
井

健
智
君

稲
津

�
君

⻆
田

秀
穂
君

長
友

慎
治
君

塩
川

鉄
也
君

北
神

圭
朗
君

農
林
水
産
大
臣

野
村

哲
郎
君

農
林
水
産
副
大
臣

野
中

厚
君

農
林
水
産
大
臣
政
務
官

⻆
田

秀
穂
君

農
林
水
産
委
員
会
専
門
員

飯
野

伸
夫
君

委
員
の
異
動

五
月
十
六
日

辞
任

補
欠
選
任

東

国
幹
君

塩
崎

彰
�
君

西
野

太
亮
君

川
崎
ひ
で
と
君

田
村

貴
昭
君

塩
川

鉄
也
君

同
日辞

任

補
欠
選
任

川
崎
ひ
で
と
君

西
野

太
亮
君

塩
崎

彰
�
君

東

国
幹
君

塩
川

鉄
也
君

田
村

貴
昭
君

五
月
十
五
日

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案（
内
閣
提
出
第
五
三
号
）

同
月
十
六
日

家
族
農
業
を
守
り
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を
求
め
る
こ

と
に
関
す
る
請
願（
赤
嶺
政
賢
君
紹
介
）（
第
一
一
六
七

号
）

同（
笠
井
亮
君
紹
介
）（
第
一
一
六
八
号
）

同（
穀
田
恵
二
君
紹
介
）（
第
一
一
六
九
号
）

同（
志
位
和
夫
君
紹
介
）（
第
一
一
七
〇
号
）

同（
塩
川
鉄
也
君
紹
介
）（
第
一
一
七
一
号
）

同（
田
村
貴
昭
君
紹
介
）（
第
一
一
七
二
号
）

同（
高
橋
千
鶴
子
君
紹
介
）（
第
一
一
七
三
号
）

同（
宮
本
岳
志
君
紹
介
）（
第
一
一
七
四
号
）

同（
宮
本
徹
君
紹
介
）（
第
一
一
七
五
号
）

同（
本
村
伸
子
君
紹
介
）（
第
一
一
七
六
号
）

は
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

五
月
十
五
日

農
産
物
の
再
生
産
に
配
慮
さ
れ
た
価
格
形
成
の
早
期
実

現
に
関
す
る
陳
情
書（
高
知
市
本
町
五
の
一
の
四
五

和
田
勝
美
）（
第
一
〇
八
号
）

は
本
委
員
会
に
参
考
送
付
さ
れ
た
。

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案（
内
閣
提
出
第
五
三
号
）

○
笹
川
委
員
長

こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

内
閣
提
出
、
遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
趣
旨
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
農
林
水

産
大
臣
野
村
哲
郎
君
。

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

〔
本
号
末
尾
に
掲
載
〕

○
野
村
国
務
大
臣

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

趣
旨
の
説
明
を
い
た
す
前
に
、
一
言
だ
け
お
わ
び
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
週
の
十
一
日
の
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
私
、
不
覚

に
も
熱
発
い
た
し
ま
し
て
一
日
休
み
ま
し
た
。
大
変
皆
さ

ん
方
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
ん
で
す
が
、
役
員
の
皆
さ

ん
、
理
事
の
皆
さ
ん
方
の
大
変
な
御
配
慮
に
よ
り
ま
し

て
、
委
員
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
そ
の
ま
ま
挙
行
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

そ
れ
で
は
、
遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由

を
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
提
案
の
理
由
及
び
主

要
な
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
の
釣
り
客
を
乗
船
さ
せ
、
漁
場
に
案
内
す
る
遊
漁

船
業
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
事
故
に
よ
る
死
傷
者
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
安
全
性
の
向
上
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
秩
序
あ

る
遊
漁
船
業
の
振
興
を
図
り
、
漁
村
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
観
点
か
ら
、
地
域
の
水
産
業
と
の
調
和
の
取
れ
た
適
正

な
運
営
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
遊
漁
船
業
者
の
登
録
に
関
す
る
有
効
期
間

の
見
直
し
及
び
欠
格
事
由
の
厳
格
化
、
事
故
を
引
き
起
こ

し
た
と
き
の
報
告
の
義
務
化
、
遊
漁
船
の
利
用
者
の
安
全

に
関
す
る
情
報
の
公
表
の
義
務
化
、
協
議
会
制
度
の
創
設

等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
し

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
主
要
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
遊
漁
船
業
者
の
登
録
制
度
の
厳
格
化
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
等

の
遵
守
の
状
況
が
不
良
な
者
に
つ
い
て
、
遊
漁
船
業
者
の

登
録
の
更
新
に
係
る
有
効
期
間
を
五
年
か
ら
四
年
以
内
の

期
間
に
短
縮
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
遊
漁
船
業
者
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
等
の

欠
格
期
間
を
一
年
か
ら
五
年
に
延
長
す
る
と
と
も
に
、
登

録
の
取
消
し
に
係
る
処
分
逃
れ
を
し
た
者
等
を
欠
格
事
由

に
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
登
録
の

申
請
に
当
た
っ
て
業
務
規
程
の
提
出
を
求
め
る
と
と
も

に
、
業
務
規
程
に
定
め
る
利
用
者
の
安
全
確
保
及
び
利
益

保
護
に
関
す
る
事
項
が
一
定
の
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合

は
登
録
を
拒
否
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
利
用
者
の
安
全
等
に
関
す
る
情
報
の
公
表
の

義
務
化
等
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
遊
漁
船
業
者
は
、
遊
漁
船
が
重
大
な
事
故
を
引

き
起
こ
し
た
と
き
に
は
、
速
や
か
に
、
事
故
の
種
類
、
原

因
等
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
知
事
は
、
事
故
の
届
出
を
受
理
し
た

と
き
に
は
当
該
届
に
関
す
る
事
項
を
、
行
政
処
分
を
し
た

と
き
に
は
当
該
処
分
に
係
る
事
項
を
速
や
か
に
公
表
す
る

ほ
か
、
遊
漁
船
の
利
用
者
の
安
全
及
び
利
益
に
関
す
る
情

報
を
逐
次
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
遊
漁
船
業
者
は
、
利
用
者

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
講
じ
た
措
置
等
の
情
報
を
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
遊
漁
船
業
に
関
す
る
協
議
会
制
度
の
創
設
に

第
二
百
十
一
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一



つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

都
道
府
県
知
事
は
、
遊
漁
船
業
に
お
け
る
利
用
者
の
安

全
性
の
確
保
及
び
利
益
の
保
護
並
び
に
漁
場
の
安
定
的
な

利
用
関
係
の
確
保
に
資
す
る
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
遊

漁
船
業
者
、
漁
業
協
同
組
合
等
の
地
域
の
関
係
者
を
構
成

員
と
す
る
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
遊
漁
船
業
務
主
任
者
の
乗
船
義
務
の
明
確

化
、
標
識
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
掲
示
の
義
務

化
、
利
用
者
の
安
全
に
係
る
業
務
改
善
命
令
違
反
に
対
す

る
罰
則
の
強
化
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。以

上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
の
理
由
及
び
主
要
な
内

容
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

済
み
ま
せ
ん
、
読
み
間
違
っ
た
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

六
ペ
ー
ジ
の
、
遊
漁
船
業
者
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た

者
等
の
欠
格
期
間
を
二
年
か
ら
五
年
に
、
こ
れ
を
、
一
年

と
読
ん
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
二
年
か
ら
五
年
に
延
長
す
る

と
と
も
に
と
い
う
こ
と
に
訂
正
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
笹
川
委
員
長

こ
れ
に
て
趣
旨
の
説
明
は
終
わ
り
ま
し

た
。次

回
は
、
明
十
七
日
水
曜
日
午
前
八
時
五
十
分
理
事

会
、
午
前
九
時
委
員
会
を
開
会
す
る
こ
と
と
し
、
本
日

は
、
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
前
九
時
五
分
散
会

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律（
昭
和
六
十
三
年

法
律
第
九
十
九
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中「
第
十
九
条
」を「
第
二
十
三
条
」に
、「
遊
漁
船

業
団
体（
第
二
十
条－

第
二
十
三
条
」を「
遊
漁
船
業
団
体

等（
第
二
十
四
条－

第
二
十
八
条
」に
、「
第
二
十
四
条－

第
二
十
七
条
」を「
第
二
十
九
条－

第
三
十
二
条
」に
、「
第

二
十
八
条－

第
三
十
三
条
」を「
第
三
十
三
条－

第
三
十
八

条
」に
改
め
る
。

第
一
条
中「
促
進
す
る
こ
と
」の
下
に「
等
」を
加
え
る
。

第
三
条
第
二
項
中「
ご
と
」の
下
に「（
こ
の
法
律
及
び
こ

の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
並
び
に
こ
の
法
律
の
規
定

に
基
づ
く
処
分
の
遵
守
の
状
況
が
不
良
な
者
に
あ
つ
て

は
、
当
該
遵
守
の
状
況
を
考
慮
し
て
四
年
以
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
）」を
加
え
、
同
条
第
三
項
中

「
登
録
の
有
効
期
間
」を「
有
効
期
間
」に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中「
遊
漁
船
業
者
の
登
録
」を「
登
録
」に

改
め
、
同
条
第
二
項
中「
遊
漁
船
業
者
の
登
録
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
が
第
六
条
第
一
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者
で

あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
」を「
次
に
掲
げ
る
」に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を

加
え
る
。

一

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
第
六
条
第
一
項
各

号
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

二

遊
漁
船
業
の
実
施
に
関
す
る
規
程（
以
下「
業
務
規

程
」と
い
う
。）

三

そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
書
類

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

�

業
務
規
程
に
は
、
利
用
者
の
安
全
管
理
に
係
る
体

制
、
業
務
の
適
正
な
運
営
を
図
る
た
め
の
従
業
者
に
対

す
る
教
育
の
実
施
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
利
用
者
の

安
全
の
確
保
及
び
利
益
の
保
護
並
び
に
漁
場
の
安
定
的

な
利
用
関
係
の
確
保
に
関
す
る
農
林
水
産
省
令
で
定
め

る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
第
一
項
中「
登
録
し
な
け
れ
ば
」を「
記
載
し

て
、
登
録
を
し
な
け
れ
ば
」に
改
め
、
同
項
第
二
号
中「
及

び
」を「
及
び
有
効
期
間
の
満
了
の
日
並
び
に
」に
改
め
、

同
条
第
二
項
中「
前
項
の
規
定
に
よ
る
」を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
中「
遊
漁
船
業
者
の
登
録
」を「
登
録
」に

改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中「
第
十
九
条
第
一
項
」

を「
第
二
十
一
条
第
一
項
」に
、「
二
年
」を「
五
年
」に
改

め
、
同
項
中
第
九
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十

四
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中「
か
ら
第
五
号
ま
で
」を「
、

第
二
号
又
は
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
」に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。十

三

暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者

第
六
条
第
一
項
第
六
号
中「
前
各
号
」の
下
に「（
第
三
号

を
除
く
。）」を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同

項
第
五
号
中「
）又
は
」を「
）若
し
く
は
」に
改
め
、「
含

む
。）」の
下
に「
又
は
船
員
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

号
）第
百
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
百
十
七
条
の
三
第
一

項
、
第
百
十
七
条
の
四
第
一
項
、
第
百
十
八
条
第
一
項
、

第
百
十
八
条
の
二
か
ら
第
百
十
八
条
の
四
ま
で
若
し
く
は

第
百
十
八
条
の
五
第
一
項
」を
加
え
、「
二
年
」を「
五
年
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

十

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）第
二
条
第
六

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
同
号
に
規
定
す
る
暴

力
団
員
で
な
く
な
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い

者（
第
十
三
号
に
お
い
て「
暴
力
団
員
等
」と
い
う
。）

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中「
二
年
」を「
五
年
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中「
第
十
九
条

第
一
項
」を「
第
二
十
一
条
第
一
項
」に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え

る
。三

そ
の
者（
法
人
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。）と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
次
に
掲
げ
る
法
人

が
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り

消
さ
れ
、
そ
の
処
分
の
あ
つ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過

し
な
い
者
で
あ
る
者

イ

そ
の
者
の
株
式
の
所
有
そ
の
他
の
事
由
を
通
じ

て
そ
の
者
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は
そ

の
者
の
事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ

る
者
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の（
ロ

に
お
い
て「
親
会
社
等
」と
い
う
。）

ロ

親
会
社
等
が
株
式
の
所
有
そ
の
他
の
事
由
を
通

じ
て
そ
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は
そ
の

事
業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と

し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の

ハ

そ
の
者
が
株
式
の
所
有
そ
の
他
の
事
由
を
通
じ

て
そ
の
事
業
を
実
質
的
に
支
配
し
、
又
は
そ
の
事

業
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ
る
者
と
し

て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の

四

第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消

し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法（
平
成
五
年
法
律
第

八
十
八
号
）第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
つ

た
日
か
ら
当
該
処
分
を
す
る
日
又
は
当
該
処
分
を
し

な
い
こ
と
を
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
第
十
条
第
一

項
第
五
号
に
該
当
す
る
旨
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
し
た
者（
当
該
遊
漁
船
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相

当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。）で
当
該
届
出
の
日
か

ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

五

第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
が
行
わ

れ
た
日
か
ら
聴
聞
決
定
予
定
日（
当
該
検
査
の
結
果

に
基
づ
き
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録

の
取
消
し
の
処
分
に
係
る
聴
聞
を
行
う
か
否
か
の
決

定
を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
日
と
し
て
農
林
水
産

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
当

該
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
当
該
検
査
が
行
わ

れ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
特
定
の
日
を
通
知
し
た
場

合
に
お
け
る
当
該
特
定
の
日
を
い
う
。）ま
で
の
間
に

第
十
条
第
一
項
第
五
号
に
該
当
す
る
旨
の
同
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者（
当
該
遊
漁
船
業
の
廃
止

に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。）で
当
該

届
出
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

六

遊
漁
船
業
者
で
法
人
で
あ
る
も
の
が
第
四
号
に
規

定
す
る
期
間
内
に
第
十
条
第
一
項
第
五
号
に
該
当
す

る
旨
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
場
合
に
お

い
て
、
第
四
号
の
通
知
の
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該

届
出
に
係
る
遊
漁
船
業
者（
当
該
遊
漁
船
業
の
廃
止

に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。）の
役

員
で
あ
つ
た
者
で
当
該
届
出
の
日
か
ら
五
年
を
経
過

し
な
い
も
の

第
六
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

業
務
規
程（
利
用
者
の
安
全
の
確
保
及
び
利
益

の
保
護
に
関
す
る
事
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）が
農

林
水
産
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
者

第
七
条
の
見
出
し
を「（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）」に

改
め
、
同
条
第
一
項
中「
第
四
条
第
一
項
各
号
」を「
第
五

条
第
一
項
第
一
号
」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
前
条
第
一

第
一
類
第
八
号

農
林
水
産
委
員
会
議
録
第
十
号

令
和
五
年
五
月
十
六
日

二



項
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
」を「
前
条
第
一
項
第
十
一

号
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
又
は
第
十
五
号
」に
、「
登
録

し
な
け
れ
ば
」を「
記
載
し
な
け
れ
ば
」に
改
め
、
同
条
第

三
項
中「
第
四
条
第
二
項
」の
下
に「（
第
二
号
を
除
く
。）」

を
加
え
る
。

第
十
一
条
を
削
る
。

第
十
条
中「
第
十
九
条
第
一
項
」を「
第
二
十
一
条
第
一

項
」に
、「
遊
漁
船
業
者
の
登
録
」を「
登
録
」に
改
め
、
同

条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

第
九
条
第
二
項
中「
と
き
は
、」の
下
に「
当
該
」を
加

え
、
同
条
を
第
十
条
と
し
、
第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
第

七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
業
務
規
程
の
変
更
の
届
出
）

第
八
条

遊
漁
船
業
者
は
、
業
務
規
程
の
変
更
を
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
中「
は
、
遊
漁
船
に
お
け
る
」を「
は
、
遊
漁

船
に
乗
り
組
ん
で
」に
、「
選
任
し
て
、
遊
漁
船
に
お
け

る
」を「
選
任
し
て
、
漁
場
へ
の
案
内
及
び
当
該
漁
場
に
お

け
る
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
係
る
」に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
中「
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
怠
つ
た
」を「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」に

改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
怠
つ
た
者

二

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚

偽
の
届
出
を
し
た
者

三

第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
せ
ず
、
又
は

虚
偽
の
公
表
を
し
た
者

第
三
十
三
条
を
第
三
十
八
条
と
す
る
。

第
三
十
二
条
中「
第
二
十
八
条
か
ら
前
条
ま
で
」を「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
」に
、「
又
は
人
に
対
し
て
、」を

「
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に

対
し
て
」に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
三
十
四
条（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

一
億
円
以
下
の
罰
金
刑

二

第
三
十
三
条
、
第
三
十
四
条（
第
一
号
に
係
る
部

分
を
除
く
。）、
第
三
十
五
条
又
は
前
条

各
本
条
の

罰
金
刑

第
三
十
二
条
を
第
三
十
七
条
と
す
る
。

第
三
十
一
条
中「
者
は
」を「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

為
を
し
た
者
は
」に
改
め
、
同
条
第
一
号
中「
第
十
四
条
」

を「
第
十
五
条
」に
、「
し
た
者
」を「
し
た
と
き
。」に
改

め
、
同
条
第
二
号
中「
第
十
六
条
第
一
項
」を「
第
十
七
条

第
一
項
」に
、「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
第
十
六
条
第
二
項
」を「
第
十
七
条
第
二
項
」に
改
め
、

「
規
定
に
よ
る
」を
削
り
、「
掲
示
し
た
者
」を「
掲
示
し
、

又
は
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
条
を
第

三
十
六
条
と
す
る
。

第
三
十
条
中「
者
は
」を「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為

を
し
た
者
は
」に
改
め
、
同
条
第
一
号
中「
又
は
第
十
一
条

第
一
項
」を
削
り
、「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
四

号
中「
第
二
十
四
条
第
一
項
」を「
第
二
十
九
条
第
一
項
」

に
、「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と

し
、
同
条
第
三
号
中「
第
十
八
条
」を「
第
二
十
条
」に
、

「
者
」を「
と
き（
前
条
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除

く
。）。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二

号
中「
選
任
し
な
か
つ
た
者
」を「
選
任
し
な
か
つ
た
と

き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽

の
届
出
を
し
て
、
業
務
規
程
の
変
更
を
し
た
と
き
。

第
三
十
条
を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
中「
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事

業
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
て
遊
漁
船
業
を
営
ん
だ
」を

「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該

違
反
行
為
を
し
た
」に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え

る
。一

第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
命
令（
利
用
者
の
安
全

に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
停
止

の
命
令
に
違
反
し
て
遊
漁
船
業
を
営
ん
だ
と
き
。

第
二
十
九
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
八
条
中「
者
は
」を「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

為
を
し
た
者
は
」に
改
め
、
同
条
第
一
号
中「
者
」を「
と

き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中「
第
三
条
第
一
項
の
登
録

（
同
条
第
二
項
の
登
録
の
更
新
を
含
む
。）」を「
登
録
」に
、

「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中「
第
十
七
条
第

一
項
」を「
第
十
八
条
第
一
項
」に
、「
者
」を「
と
き
。」に
改

め
、
同
条
第
四
号
中「
第
十
七
条
第
二
項
」を「
第
十
八
条

第
二
項
」に
、「
者
」を「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
を
第
三
十

三
条
と
し
、
第
四
章
中
第
二
十
七
条
を
第
三
十
二
条
と

し
、
第
二
十
六
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
二
十
五
条
中「
第
二
十
三
条
」を「
第
二
十
七
条
」に
改

め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
し
、
第
二
十
四
条
を
第
二
十
九

条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
中「
第
二
十
条
」を「
第
二
十
四
条
」に
改

め
、
第
三
章
中
同
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
協
議
会
）

第
二
十
八
条

都
道
府
県
知
事
は
、
遊
漁
船
業
に
お
け
る

利
用
者
の
安
全
の
確
保
及
び
利
益
の
保
護
並
び
に
漁
場

の
安
定
的
な
利
用
関
係
の
確
保
に
資
す
る
取
組
を
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
の
協
議
会（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て「
協
議
会
」と
い
う
。）を
組
織
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

�

協
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

一

都
道
府
県
知
事

二

当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
遊
漁
船
業
者
又
は
当

該
遊
漁
船
業
者
を
直
接
若
し
く
は
間
接
の
構
成
員
と

す
る
遊
漁
船
業
団
体

三

当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
漁
業
を
営
む

者
を
組
合
員
と
す
る
漁
業
協
同
組
合
又
は
当
該
漁
業

協
同
組
合
を
会
員
と
す
る
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

四

関
係
地
方
公
共
団
体
、
学
識
経
験
者
そ
の
他
の
都

道
府
県
知
事
が
必
要
と
認
め
る
者

�

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
協
議
会
を
組
織
す
る
都
道
府

県
知
事
は
、
同
項
に
規
定
す
る
協
議
を
行
う
旨
を
前
項

第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

�

前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
は
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
通
知
に
係
る
協
議
に

応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の

構
成
員
以
外
の
関
係
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
者

に
対
し
、
資
料
の
提
供
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他

必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

協
議
会
に
お
い
て
協
議
が
調
つ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
尊
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
運
営
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
協
議
会
が
定
め
る
。

第
二
十
二
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
を「（
遊
漁
船
業
団
体
の
業
務
）」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
条
の
見
出
し
を「（
遊
漁
船
業
団
体
の
指
定
）」に

改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
三
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章

遊
漁
船
業
団
体
等

第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中「
遊
漁
船
業
者
の
登
録
」を

「
登
録
」に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
第
四
号
か
ら
第
九
号

ま
で
」を「
第
八
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
」に
改
め
、
第
二

章
中
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条

を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
利
用
者
の
安
全
及
び
利
益
に

関
す
る
情
報
の
公
表
）

第
二
十
二
条

都
道
府
県
知
事
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
受
理
し
た
と
き
、
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
を

し
た
と
き
、
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の

取
消
し
若
し
く
は
事
業
の
停
止
の
命
令
を
し
た
と
き

は
、
速
や
か
に
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
又
は
こ
れ
ら

の
処
分
に
係
る
事
項
を
公
表
す
る
ほ
か
、
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
利
用
者
の
安
全
及
び
利
益
に
関
す
る
情
報

を
逐
次
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遊
漁
船
業
者
に
よ
る
利
用
者
の
安
全
及
び
利
益
に
関

す
る
情
報
の
公
表
）

第
二
十
三
条

遊
漁
船
業
者
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
利
用
者
の
安
全
の
確
保
及
び
利
益

の
保
護
を
図
る
た
め
に
講
じ
た
措
置
及
び
講
じ
よ
う
と

す
る
措
置
そ
の
他
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
利
用
者

の
安
全
及
び
利
益
に
関
す
る
情
報
を
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十
八
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
七
条
中「
遊
漁
船
業
者
」を「
登
録
を
受
け
た
者
」に

改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

第
一
類
第
八
号

農
林
水
産
委
員
会
議
録
第
十
号

令
和
五
年
五
月
十
六
日

三



（
事
故
の
報
告
）

第
十
九
条

遊
漁
船
業
者
は
、
そ
の
遊
漁
船
が
衝
突
し
、

乗
り
揚
げ
、
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
重
大
な

事
故
を
引
き
起
こ
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
事
故
の

種
類
、
原
因
そ
の
他
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
を

都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を「（
標
識
の
掲
示
等
）」に
改
め
、

同
条
第
一
項
中「
遊
漁
船
業
者
は
」の
下
に「
、
農
林
水
産

省
令
で
定
め
る
様
式
の
標
識
に
つ
い
て
」を
加
え
、「
、
公

衆
」を「
公
衆
」に
、「
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
様
式
の

標
識
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
」を「
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
事
業
の
規
模
が
著
し
く
小
さ
い
場
合
そ
の
他
の
農
林
水

産
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て
行
う
自

動
公
衆
送
信（
公
衆
に
よ
つ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
公
衆
か
ら
の
求
め
に
応
じ
自
動
的
に
送
信
を

行
う
こ
と
を
い
い
、
放
送
又
は
有
線
放
送
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
公
衆
の
閲
覧

に
供
し
な
け
れ
ば
」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
掲
示
し

て
」を「
掲
示
し
、
又
は
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て
行
う

自
動
公
衆
送
信
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
て
」に
改

め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
十
五
条
を
第
十
六
条
と

し
、
第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
十
四

条
と
し
、
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
遊
漁
船
業
務
主
任
者
等
の
義
務
）

第
十
三
条

遊
漁
船
業
務
主
任
者
は
、
誠
実
に
そ
の
職
務

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

遊
漁
船
業
者
は
、
利
用
者
の
安
全
の
確
保
及
び
利
益

の
保
護
並
び
に
漁
場
の
安
定
的
な
利
用
関
係
の
確
保
に

関
し
、
遊
漁
船
業
務
主
任
者
の
そ
の
職
務
を
行
う
上
で

の
意
見
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
七
条
の
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
登
録
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日（
以
下「
施
行
日
」と
い

う
。）前
に
さ
れ
た
遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

第
三
条
第
一
項
の
登
録（
同
条
第
二
項
の
登
録
の
更
新

を
含
む
。
以
下「
登
録
」と
い
う
。）の
申
請
で
あ
っ
て
、

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
、
登
録
を
す
る
か
ど
う
か
の
処

分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
登
録
の
処
分
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
業
務
規
程
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
を
受
け
て
い

る
者
の
当
該
登
録
に
係
る
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の

遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
第
一
項

に
規
定
す
る
業
務
規
程（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
旧
業

務
規
程
」と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
起
算

し
て
六
月
を
経
過
す
る
日（
そ
の
者
が
そ
の
日
ま
で
に

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
遊
漁
船
業
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律（
以
下「
新
法
」と
い
う
。）第
八
条
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
届
出
を
し
た
日
。
第

四
項
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で
の
間
は
、
新
法
第
四
条
第

三
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

�

施
行
日
前
に
さ
れ
た
登
録（
前
条
の
規
定
に
よ
り
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
登
録
を
含
む
。）に

係
る
旧
業
務
規
程
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

�

新
法
第
八
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
す
る
新
法

第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
業
務
規
程
の
変
更

に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
し
た
旧
業
務
規
程
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

�

新
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号（
新
法
第
六
条
第

一
項
第
十
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
こ

の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
つ

い
て
は
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日

ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

�

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
登
録
を
受
け
た

者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

項
及
び
前
項
中「
施
行
日
」と
あ
る
の
は
、「
前
条
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
登
録

を
受
け
た
日
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
調
整
規
定
）

第
四
条

海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
令

和
五
年
法
律
第

号
）の
施
行
の
日（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て「
海
上
運
送
法
等
改
正
法
施
行
日
」と
い
う
。）

が
施
行
日
後
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
新
法
第
六
条
第
一

項
第
九
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら

海
上
運
送
法
等
改
正
法
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
、
同

号
中「
か
ら
第
百
十
八
条
の
四
ま
で
若
し
く
は
第
百
十

八
条
の
五
第
一
項
」と
あ
る
の
は
、「
若
し
く
は
第
百
十

八
条
の
三
」と
す
る
。

（
事
故
の
報
告
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

新
法
第
十
九
条
の
規
定
は
、
遊
漁
船
業
者
が
、

施
行
日
以
後
に
、
そ
の
遊
漁
船
が
衝
突
し
、
乗
り
揚

げ
、
そ
の
他
同
条
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
重
大
な

事
故
を
引
き
起
こ
し
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第

三
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の

施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
七
条

附
則
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置

は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
八
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と

し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状

況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該

規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
九
条

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律（
令
和
四
年
法

律
第
六
十
八
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
九
十
六
条
中「
第
六
条
第
一
項
第
四
号
」を

「
第
六
条
第
一
項
第
八
号
」に
、「
第
二
十
八
条
及
び
第

二
十
九
条
」を「
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
」に
改

め
る
。

理

由

遊
漁
船
業
に
つ
い
て
、
安
全
性
の
向
上
及
び
地
域
の
水

産
業
と
の
調
和
の
確
保
に
よ
る
適
正
な
運
営
の
推
進
を
図

る
た
め
、
遊
漁
船
業
者
の
登
録
に
関
す
る
有
効
期
間
の
見

直
し
及
び
欠
格
事
由
の
厳
格
化
、
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

と
き
の
報
告
の
義
務
化
、
遊
漁
船
の
利
用
者
の
安
全
等
に

関
す
る
情
報
の
公
表
の
義
務
化
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ

る
。

第
一
類
第
八
号

農
林
水
産
委
員
会
議
録
第
十
号

令
和
五
年
五
月
十
六
日

四

令
和
五
年
七
月
七
日
作
成

衆
議
院
事
務
局

調
製

国
立
印
刷
局


